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 １ 学年目標 

 

 

 

 

 

２ 今後の主な行事予定         

 ＜１学期＞ 

  ７月 ４日（土）土曜授業日 

    １３日（月）～３１日（金）教育相談週間 

    １８日（土）土曜授業日 

    ３１日（金）終業式・給食終 

  ８月 １日（土）～２４日（月）夏季休業 

 ※夏季プール、補習日、はありません。 

 ８月２５日（火）始業式・給食始 

１０月 １日（木）授業日 

１１月３０日（月）～１２月４日（金）教育相談週間 

※運動会、学芸会等は、中止予定です。変更がある場合は、随時ホームページや緊急連絡

メール、学年だよりでお知らせします。 

 

＜２学期以降の土曜授業日＞ 

 ９月５日、２６日、１０月１０日、２４日、１１月７日、１４日、１２月５日、１９日、 

１月１６日、２３日、２月６日、２０日、３月６日 

※土曜授業日は、４時間授業（下校１２：００）です。別紙日課時程表をご覧ください。 

 

 

 

 

港区立赤坂小学校 校長 齋藤 恵 

令 和 ２ 年 ６ 月 ３ ０ 日 （ 火 ） 

第 １ 学 年  学 年 だ よ り 

佐伯 奈那 木ノ下 真麻 田中 佐知 

 

佐伯 奈那 木ノ下 真麻 田中 佐知  

○ ともだちを たいせつにする子 

○ よく聞き、考えを伝える子 

○ あいさつができる 明るく元気な子 



３ 通知表について 

 今年度の通知表は、前後期の２回です。１回目は１０月３０日。２回目は３月２５日 

修了式です。通知表ファイルは、６年間使用します。２回目の配布後中身は、ご家庭で保 

管していただき新年度にファイルは回収します。なくした場合は、同じようなファイルを 

個人で購入し用意いただきます。 

 

４ 学習について 

  ○時間割と持ち物  

時間割表を配布しました。前日に学習用具の準備をしてください。初めのうちは、毎 

日お子様と一緒に確認してください。体育着と給食用ランチョンマットは、月曜日に 

持ってきて、金曜日に持ち帰ります。体育館履きは、学期末に持ち帰ります。 

また、ハンカチ・ティッシュは、毎日忘れずに持たせてください。    

  

○音読カード  

毎日の宿題として、授業で学習しているところを繰り返し音読に取り組みます。 

必ず大人の方がサイン（または押印）をしてください。 

 

○宿題  

臨時休校中より家庭学習のご協力ありがとうございます。今後も、習慣付けと学習内 

容の定着を図るために毎日取り組みます。１年生の集中時間を考えて、負担のない程 

度で進めていきます。１年生の目標設定時間は、１０分～１５分程度です。また、学 

習用具の準備や毎日鉛筆を削って用意することも生活科の学習です。自分でできるよ 

うに声掛けをお願いします。 

 

  ○連絡袋・手紙 

連絡袋に手紙や学習済みのプリント等を入れて持ち帰ります。毎日点検をして、中身 

を抜いてください。また、ご家庭から連絡をお書きいただいた時は、書いたページを 

表にして連絡袋に入れていただくと確認がしやすいです。 

 

 ○身なり・服装 

 体育や発育測定のある日は、着脱しやすい服装でお願いします。体育時は、タイツや 

ニーハイソックスを脱ぎ、ソックスに履き替えます。女子の髪型は、体育や遊びが安全 

にできるよう長い髪は結って来てください。また、爪は、毎週曜日を決めて切る習慣を 

付けましょう。 



 ○夏休みの課題予定 

   ①夏休みスキル（※ご家庭で採点をお願いします。答えをお渡します。）  

②絵日記 ２枚 

③アサガオの観察記録 ２枚 

④読書カード １枚 

 ⑤読書感想文メモ（感想文は、２学期に学校で取り組みます。） 

⑥お手伝い（毎日できること） 

⑦自由研究 、自由作品 いずれか１点  

 

５ １年生の心と体 

☆諸感覚が発達する 

走る・跳ぶ・投げる、手先を使って作業するなど身体的な諸感覚がどんどん発達して 

いきます。『やりたい』という気持ちを大切にして、失敗をしても挑戦させていくこ 

とで、確実に力になり、次への自信がつきます。しかし、まだ幼児期の心と体の特徴 

も残っており、１つのことに気を取られて他のことを考えられないでいることから、 

危険な場合も起こります。 

☆家庭では… 

・お子さんが考える時間を取ってあげましょう。自分で方法を探り、よりよい方法を 

見付ける力は、論理的思考力を育みます。 

・お子さんが話す時には、よく聞いてあげましょう。家族が受け止めてくれることを 

体感し、安心感を得ます。 

・お子さんに合わせて、できることを１つずつ増やしていきましょう。成長は、一人 

一人違います。他と比べず、できるようになったことをほめて自信につなげていく 

ことで自己肯定感を育みます。 

・お子さんと一緒に何かをする時間を取りましょう。興味関心あることを伸ばしたり、 

不得意なことを克服したりすることに繋がります。 

例：声に出して本を読む。草花を育てる。生き物を飼う。 

・「勉強」をあまり強調せず、よい生活習慣を付けましょう。 

 

＜身に付けたい生活習慣＞ 

・よく食べる。苦手なものも、口にする機会を！ 

・早寝早起きする。８時間睡眠が理想です。 

・元気にあいさつする。 

・体をたくさん動かして遊ぶ。 

 

 


